
　
い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら「
み
や
ぎ
環
境
税
」が
導
入
さ
れ

ま
す
。税
の
総
額
は
年
間
15
億
円
で
す
。県
民
の
皆
さ
ん
か

ら「
県
の
総
予
算（
約
１
兆
円
）か
ら
考
え
る
と
、1
5億
円
の

お
金
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」と

い
っ
た
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。宮
城
県
の
よ
う
な
財
政
力

の
弱
い
自
治
体
は
毎
年
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
い
う
お
金

が
配
分
さ
れ
、財
政
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。こ

の
地
方
交
付
税
は
、大
ま
か
に
言
う
と
税
収
が
増
え
る
と
増

え
た
分
の
７５
％
分
が
減
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。仮
に

税
収
が
前
年
に
比
べ
１０
０
億
円
増
え
た
と
す
る
と
、そ
の
年

に
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
前
年
よ
り７
５
億
円
減
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。従
っ
て
、地
方
交
付
税
が
配
分
さ
れ
る
自
治

体
に
と
っ
て
は
、税
収
増
の
25
％
し
か
実
質
的
な
収
入
増
に

な
ら
な
い
の
で
す
。し
か
し
な
が
ら
今
回
の
環
境
税
の
よ
う

に
、県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
て
自
治
体
が
独
自
に
導

入
す
る
税
の
場
合
は
、こ
の
75
％
減
額
す
る
仕
組
み
が
適

用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、も
し
今
回
の

環
境
税
分
15
億
円
の
財
源
を
通
常
の
税
収
増
で
賄（
ま
か

な
）お
う
と
す
る
な
ら
60
億
円
増
収（
60
億
円
の
２５
％
が

15
億
円
）が
必
要
と
な
る
わ
け
で
す
。宮
城
県
の
年
間
の
県

税
収
入
が
２
，０
００
億
円
程
度
で
す
か
ら
、今
回
の
環
境
税

15
億
円
は
通
常
の
税
収
に
換
算
す
る
と
お
よ
そ
3％
（
60

億
円
は
2,
00
0億
円
の
3％
）の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。社
会
保
障
費
が
毎
年
20
億
円
以
上
増
え
続
け
る
中

で
、環
境
施
策
に
重
点
的
に
使
え
る
財
源
は
本
当
に
大
切

で
す
。３
％
の
意
義
に
感
謝
し
な
が
ら
、将
来
の
宮
城
県
民

に
評
価
さ
れ
る
環
境
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す！

３％
の
意
義

知
事
コラ
ム

●
個
人
…
1月
1日
現
在
で
県
内
に
住

所
な
ど
を
有
す
る
個
人（
所
得
が
一

定
の
額
以
下
の
方
な
ど
、県
民
税
均

等
割
が
課
税
さ
れ
な
い
方
は
非
課

税
で
す
）

●
法
人
…
県
内
に
事
務
所・
事
業
所
な

ど
を
有
す
る
法
人（
法
人
県
民
税
均
等

割
が
課
税
さ
れ
な
い
法
人
は
非
課
税

で
す
）

　
平
成
23
年
度
か
ら
5年
間

●
個
人
…
年
1,
20
0円
（
現
行
の
県
民

税
均
等
割
1,
00
0円
に
加
算
さ
れ
ま
す
）

●
法
人
…
現
行
の
法
人
県
民
税
均
等

割
の
10
％
相
当
額（
均
等
割
額
が

下
の
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
）

　
現
行
の
住
民
税
と
一
緒
に
納
税
し
て

い
た
だ
く
仕
組
み
で
す
。現
行
の
住
民
税

に
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、特
別
な
手
続
き
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
本
金
の
額
を
有
し
な
い
法
人
ま
た
は
資

本
金
等
の
額
が
1,
00
0万
円
以
下
の
法
人

2万
2千
円

《
2千
円
》

5万
5千
円

《
5千
円
》

14
万
3千
円

《
1万
3千
円
》

59
万
4千
円

《
5万
4千
円
》

88
万
円

《
8万
円
》

2万
円

5万
円

13
万
円

54
万
円

80
万
円

資
本
金
等
の
額
が
1,
00
0万
円
を
超
え

1億
円
以
下
の
法
人

資
本
金
等
の
額
が
1億
円
を
超
え

10
億
円
以
下
の
法
人

資
本
金
等
の
額
が
10
億
円
を
超
え

50
億
円
以
下
の
法
人

資
本
金
等
の
額
が
50
億
円
を
超
え
る
法
人

法
人
の
区
分

＜
表
＞

改
正
後

《
う
ち
超
過
税
率
分
》
現
行（
改
正
前
）

納
税
義
務
者

納
税
の
方
法

税
額

実
施
期
間

平
成
19
年
  3
月

21
年
12
月

22
年
  3
月

22
年
10
月

23
年
  4
月 「
み
や
ぎ
環
境
税
」の
仕
組
み

「
み
や
ぎ
環
境
税
」の
仕
組
み

　「
人
と
自
然
が
調
和
し
た
美
し
く
安
全
な
県
土
と
環
境
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て
、今
ま
さ
に
、県
民
が
一
体
と
な
っ
て「
地
球
温
暖
化
」や
「
生
物
多
様
性

の
確
保
」を
は
じ
め
と
す
る
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
み
や
ぎ
グ
リ
ー
ン
戦
略
プ
ラ
ン
」は
、「
み
や
ぎ
環
境
税
」を
活
用
し
て
、宮
城
の
豊
か
な
環

境
を
守
り
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、本
県
の
良
好
な
環
境
の
保
全
お
よ
び
創
造
に
資
す
る
環
境
施
策
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

Ｈ
23
年
度
～
Ｈ
27
年
度（
5年
間
）

75
億
円（
5年
間
）

県
事
業
…
…
…
60
億
円

市
町
村
事
業
…
15
億
円

県
内
全
域
で
広
域
的
に
行
う
事
業

森
林
整
備
、県
産
材
利
用
住
宅
普
及
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
普
及

促
進
、人
材
育
成
な
ど

地
域
に
密
着
し
た
事
業
、地
域
課
題
対
応
事
業

【
メ
ニ
ュ
ー
選
択
型
】❶
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
CO

2 削
減
対
策
、

❷
街
灯
な
ど
の
LE
D
化
、❸
自
然
環
境
保
全
、❹
野
生
鳥
獣
対
策
、

❺
環
境
緑
化
推
進
、❻
省
エ
ネ
機
器
導
入
支
援

【
提
案
型
】地
域
課
題
解
決
に
向
け
、複
合
的
に
取
り
組
む
事
業

●
県
民
の
率
先
行
動
を
支
援
す
る

　
一
人
一
人
が
地
域・
地
球
の
環

境
を
考
え
、地
球
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
を
実
践
す
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、県
民
を
支
援
し

ま
す
。地
球
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

●
企
業
の
率
先
行
動
を
支
援
す
る

　
県
内
事
業
所
等（
全
て
の
産
業

部
門
）に
お
け
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
設
備
導
入

な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

●
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産

業
の
振
興

　
宮
城
発
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
製
品
の
創
出
な
ど
、

県
内
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

環
境
と
調
和
し
た

産
業
の
振
興

●
人
材
育
成
の
た
め
の
機
会
や

場
の
充
実

　
学
校
教
育
に
お
け
る
人
材
育
成

や
、環
境
教
育
の
推
進
を
図
り
、

環
境
と
経
済
が
両
立
す
る
本
県

を
支
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、県
民
へ
の
環
境
情
報
提

供
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

環
境
立
県
を
支
え
る

人
材
の
育
成

シ
ー
ン
Ⅳ

●
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の

　
森
林
機
能
強
化

　
CO

2 吸
収
源
と
し
て
の
森
林
機
能

強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、森
林
資

源
の
有
効
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

●
豊
か
な
自
然
環
境
の
確
保
と
や

す
ら
ぎ
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間

の
創
造

　
地
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全

と
、水
環
境
の
保
全
、環
境
緑
化

を
推
進
し
、人
と
自
然
の
交
流
促

進
を
図
り
ま
す
。

森
林
機
能
や
生
物
多
様
性

な
ど
基
盤
の
整
備

シ
ー
ン
Ⅱ

シ
ー
ン
Ⅲ

シ
ー
ンⅠ実
施
期
間

「
み
や
ぎ
環
境
税
」収
入
見
込
額

事
業
構
成

『
み
や
ぎ
グ
リ
ー
ン
戦
略
プ
ラ
ン
』（
案
）

図
2

「
み
や
ぎ
環
境
税
」の
導
入
ま
で

図
1

•
宮
城
県
税
制
研
究
会
が
新
税
導
入

の
必
要
性
を
提
言

•
11
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
、新

税
導
入
を
表
明

•
県
民
説
明
会
を
開
催（
県
内
7カ
所
）

•
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

•
2月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
、「
み
や

ぎ
環
境
税
」の
導
入
を
決
定

•「
み
や
ぎ
グ
リ
ー
ン
戦
略
プ
ラ
ン
」

（
素
案
）を
公
表

•
県
民
説
明
会
を
開
催（
県
内
7カ
所
）

•「
み
や
ぎ
環
境
税
」 
導
入

•「
み
や
ぎ
グ
リ
ー
ン
戦
略
プ
ラ
ン
」

　
ス
タ
ー
ト

低
炭
素
社
会
構
築
に
向
け
た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

県
民
挙
げ
て
創
造
し
て
い
く
宮
城
県

森
林
や
生
物
多
様
性
な
ど
自
然
環
境
を

積
極
的
に
守
り
育
て
る
宮
城
県

目
指
す
姿

お問い合わせ

●環境税の使いみちに関すること

　
県環境政策課

　　
０２２（２１１）２６６１

　

http://www.pref.miyagi.jp/

　

kankyo-s/

●環境税の仕組みに関すること

　
県税務課

　　
０２２（２１１）２３２３

　

http://www.pref.miyagi.jp/zeimu/

　
宮城の豊かな自然環境を守

り、次世代に確かに引き継いでい

くためには、これまで実施してき

た環境施策から一歩踏み出し、

新たな施策の展開や事業の拡充

が必要となっています。

　
そこで、県では、地球温暖化な

ど喫緊の環境課題に対応するた

め、今年四月一日から県民税均

等割の超過課税制度である「み

やぎ環境税」を導入し、その財源

を活用して特に二酸化炭素の吸

収源対策や排出抑制対策など、

新たな施策を柱とした事業を展

開していきます。（図１）。

　
「みやぎ環境税」を活用した

事業には、県が実施する事業と

市町村が実施する事業がありま

す。これらの施策を取りまとめた

ものが「みやぎグリーン戦略プラ

ン」です（図２）。

　
「みやぎグリーン戦略プラン」

は、県と市町村、さらには県民の

皆さんが一体となって環境施策

を進めていくためのものです。

　
県では、県民の皆さんからいた

だく貴重な税財源を効果的に活

用し、将来にわたり宮城県の良好

を活用した事業が

スタートします

な環境を保全していくとともに、

これまで手つかずの分野について

も新たな施策を展開していきま

す。「みやぎ環境税」のスタートを

契機に、県民の皆さんと力を合わ

せて、図２に示す「目指す姿」の

実現に向けて取り組んでいきま

す。県民の皆さんのご理解とご協

力をお願いします。

※ 「みやぎ環境税」により「みやぎグリーン

戦略プラン」として実施する事業の内容に

ついては、みやぎ県政だより四月号で詳し

く紹介します。
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